Ⅴ　その他の意見・要約
１、学習に関すること
	意見
	Ｈ20
	Ｈ21
	Ｈ22
	

	· 教養の科目に意欲が持てない
	○
	○
	
	本学では、リベラルアート教育、教養教育を重要視している。

	· 試験結果の返却方法
	○
	
	
	評価はＷｅｂで開示。回答用紙の返却は各科目の教員で実施。

	＊自主研修、学外実習先の決定方法
	○
	
	
	決定方法は学生に依頼している（医学科）

	· 卒業試験時期（学園祭との関係）を調整してほしい。
	○
	
	
	可能な限り調整している。

	· 国家試験に直結する内容の試験の実施
	○
	
	
	卒業試験は直結する内容で実施している。

	· 自習室の充実
	○
	
	
	福利棟の１室を「もったいないラウンジ」として自習室を整備した。

	· 冷暖房期間延長の要望
	○
	○
	○
	看護学科棟、臨床講義棟はその都度対応。他は個別空調となっている。

	· 教室の机、椅子が古く汚い
	○
	
	
	臨床講義棟以外は改修済み。

	· 放送大学の単位取得の上限を４から１０単位にしてほしい
	
	○
	
	４単位以上には認められない。

	· 出席点のために出席させるのではなく、講師がもっと講義に魅力を持たせ、能動的に学ぶ環境をつくるべきである
	
	○
	
	魅力ある講義をするように依頼している。

	· 授業の変更をされるときは（編入生の時間割は個人によりさまざまなので、全員を考慮するのは難しいと思いますが）、授業が重なることを出来るだけ避けてほしい
	
	○
	
	重なることを避けるよう配慮している。

	· ６年生以上の学外実習は交通費の補助を出すべき
	
	
	○
	５年生以下には後援会から支給。６年生には（国試対策に多く支出していることもあり）予算の都合上、支給していない。

	· 臨床系の専門科目の試験（特に外科系：脳・鼻・心臓及び診断学）が国家試験レベルをはるかに上回る（おそらく専門家）レベルで、ヤマ勘でしか答えられないものが多いので、改善してほしい
	
	
	○
	臨床系各教授に伝えた。

	· 1限目の終了時刻を１０：３０と勘違いしておられる先生が多いので、改善してほしい。休憩時間がないと次の時間に集中できない
	
	
	○
	終了時間を守るように周知した。

	· パワハラが多い
	
	
	○
	パワハラがおこらないよう全学的にFDを実施している。

	· 授業やレジュメの質がひどい先生が多い。学生による授業評価は名前を書かないといけない場合もあり、きちんと書かれないことが多い。
	
	
	○
	レジュメの充実をお願いする。状況評価は、学生の自主性を尊重する意味で記名式にしているが、無記名にするかは今後検討する。

	


２、図書、マルチメディアセンターに関すること
	意見
	Ｈ20
	Ｈ21
	Ｈ22
	

	· 図書館の本を（多方面に）増やしてほしい
	○
	
	
	図書館でも学生の方々の学習・研究のために必要な蔵書の充実に努めていますが、大学の専門分野の関係上、どうしても医学・看護学の学習・研究のための図書の充実が優先されることをご理解ください。図書館には学生の方々の意見を蔵書に反映する「リクエスト制度」がありますので、どうしても必要な本がありましたら、図書館の窓口にご相談ください。図書館の予算も厳しいため必ずしも購入できるとは限りませんが、蔵書充実の参考にいたします。

	· 国家試験対策の本を増やしてほしい
	○
	
	
	図書館では毎年国家試験対策の本を整備しています。ご利用ください。ご要望の主旨は、現在購入している国家試験対策の本を２冊以上購入してほしいということでしょうか、あるいは、他にも国家試験対策の本があるので購入してほしいということでしょうか？　図書館の予算も厳しいため必ずしも購入できるとは限りませんが、ご要望が多ければ検討したいと思います。

	＊　24時間利用はありがたい
	○
	
	
	今後も継続します。

	· 図書の貸出期間が短い。一般書は２週間にしてほしい
	
	○
	
	図書の貸出期間は１週間ですが、予約のない場合に限り１回更新ができますので、その場合は２週間利用できます。貸出期間の更新制度をご利用ください。
　なお、できるだけ多くの学生の方々に図書を利用していただけるよう、図書の貸出期間は１週間にしています。ご理解ください。

	· 図書を読む場所を飲食可にしてほしい。食堂まで行くのが大変な時もある。夜、少し空腹になるときもあるので利用者としてはありがたい
	
	○
	
	閲覧場所での飲食は図書の破損・汚損、机や床の汚れの原因となりますのでご理解下さい。図書館内での飲食は認めておりません。

	· 6年生の空席占有は困る。１５人いたが、もう少しモラル向上教育をしてほしい
	
	○
	
	　図書館内の座席占有については、図書館としても掲示物で注意を呼びかけているほか、図書館の利用が集中する時期には職員が定期的に館内を巡回し、目に余る場合は荷物を撤去するなどしています。
　今後もモラル向上に努め、みなさんに気持ち良く使ってもらえる環境を整備していきたいと考えていますが、図書館の環境維持には学生のみなさんの協力が欠かせません。図書館利用のモラル向上にご協力ください。

	· 図書館のほんが古すぎるので一新してほしい
	
	
	○
	図書館では、毎年一定の予算配分を受け、古い図書を順次更新していっています。ただ、図書館の蔵書数に比べると新しい本の冊数は少ないのであまり目立たないかもしれません。図書館では新しく購入した本を一定期間、目立つところに展示するなどしていますので、ぜひご利用ください。


３、生協、食堂に関すること
	意見
	Ｈ20
	Ｈ21
	Ｈ22
	

	· 食堂の充実、生協以外の提供はできないか
	○
	
	
	附属病院の食堂、売店利用も可能

	· 食堂の混雑への対策をとってほしい
	
	○
	
	下膳場の設備を改良し対応した。

	· 食堂が狭い
	
	○
	
	福利棟の１室を「もったいないラウンジ」として整備した。

	· 学内にコンビニがほしい
	
	
	○
	平成２４年に附属病院内に設置予定。

	· 購買、食堂が高い。メニューを充実するか、値段を下げてほしい
	
	
	○
	平成２２年１１月に価格体系を改訂し、小鉢を８０円から６３円とした。

	· 学食の充実
	
	
	○
	盛況に対し継続して依頼している。

	· 食堂の時間延長
	
	
	○
	実施していない。現在、予定もない。

	· 生協の商品充実
	
	
	○
	弁当の種類を増やした。

	· カフェを新設してほしい
	
	
	○
	附属病院内にタリーズを設置予定。


４、車、通学に関すること
	意見
	Ｈ20
	Ｈ21
	Ｈ22
	

	· 住居地（草津方面）からの直通バスがなく不便
	○
	
	
	バス会社に交渉するも、改善には至っていない。

	· 駐車場料金の収入金の使用用途を明らかに（不明であるため不信感がある）
	○
	
	
	駐車場の維持・管理費に当てているとのこと（財団からの説明）。

	· 駐車場を夜間開放してほしい（大学で遅くまで勉強できない）
	○
	
	
	登録車は出入り可能。

	· 学内の駐車場代をやすくしてほしい
	
	○
	
	教職員、登録業者等とも同一であり、学生だけ別料金は不可能。

	· 新歓やクラブ活動で必ず車は必要になる。１～４年生もクラブの駐車カードがあった時は車で学校に駐車することも可能だったが、今はそれがなくなった。なくなる前に車を購入した者も多くあり、不憫である。下宿先では駐車場代、維持費なごかかり、今まではバス代よりも安くなるため、車を使っていた人にとっては負担が大きくなる。なにか妥協案がほしい
	
	
	○
	課外活動団体には、以前のカード貸与（各３枚限度）を取りやめたが、活動状況に応じた利用許可拡大を検討している。


